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現状の課題①

⾃分たちの学⽣⽣活の中で授業への主体的な
取り組みが難しいと感じたという意⾒があった。

×
学⽣参加型活動
（ディスカッ
ション・プレゼ
ンなど）の実施
率

→関⼤の掲げる「考動⼒」を実現するには教育改⾰が必要ではないか 
→授業と課外教育、両⽅の視点から制度改⾰を提⾔する 
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参考：関⻄⼤学「授業・学⽣⽣活に関する学⽣・教員アンケート調査」
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現状の課題②

他キャンパスとの繋がりの薄さを感じたという意⾒があった。 ×

現状の課題①の内容も踏まえた上で，プロジェクト型
学習などで千⾥⼭キャンパス以外に所属している学⽣
との交流を増やしていくべきだと考える。

千⾥⼭キャンパス以外の所属学⽣が，千⾥⼭キャンパスでの対⾯授業
を週1回以上履修していた場合，千⾥⼭キャンパスまでの通学定期を
申請できるということが，学⽣に周知されていない

参考：関⻄⼤学 2024年度学⽣⽣活実態調査⾃由記述部分に関する回答について
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改善案−履修上限の緩和
科⽬によっては受講できる単位数に制限がある

例）プロジェクト学習
…⼤学での学びや実社会に役⽴つスキルの獲得と資質・能⼒の

育成を⽬的とした科⽬

現状:プロジェクト学習は4年間で1⼈2科⽬まで
GPAなど学位を参考に（学部・専攻内での）上位者のプロジェクト学習履
修上限を緩和することで，受講⽣の学びに対する意欲を向上する
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新規案①−キャンパス間交流
千⾥⼭キャンパス所属学⽣と他キャンパス所属学
⽣との交流のため，プロジェクト学習やキャリア
形成科⽬群などの柔軟かつ役⽴つ科⽬でハイブ
リット型（対⾯・オンライン）の実施をする。 

例：ビジネスデータサイエンス、⼈間健康、総合情報、
社会安全などによる多⽅⾯の学部で交流 

参照：学校法⼈桐蔭学園桐蔭横浜⼤学HP（https://toin.ac.jp/univ/education/icl/）

＜桐蔭横浜⼤学 ⼤学間越境学習プログラム
＞



7

新規案②−⼤学・地域間交換留学

1.国内⼤学間留学の強化

A

D

C

B

G

F

関東⇄関⻄だけでなく、地⽅の⼤学とも連携する
ことで、その⼟地や⼤学の強みを⽣かして専⾨的
に研究・学習を進めることができる

実際に関⻄⼤⇄法政⼤間で実施しているが、
認知度は低い、実態がわかりづらい

メリット
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新規案②−⼤学・地域間交換留学
2.全国横断型複数⼤学交換留学

全国の提携⼤学を⼀定の期間で移動しながら
各地ならではの研究・学習を進められ、⼤学
としても他地⽅からの⼊学希望者の確保とい
う側⾯で互いに利点が多い

メリット

⻑期：国外留学と同様ハードルは⾼い
単位認定・費⽤負担などは⼿厚く

短期：⻑期休み期間などを活⽤し、参加しやすさを重視



今後の展望

学⽣たちの主体的な取り組みを促進し、
「考動⼒」の実現につながる

9

履修上限の緩和により、未来につながる学びを
拡充し、「学びたくなる関⼤」を実現する

キャンパスを超えた交流を活発化し、
「関⻄⼤学」としての新たな強みを⽣み出す。
また、学内のみならず、学外にも交流の輪を
広げ、関⻄⼤学の知名度を各地で上げる



参考⽂献
• 関⻄⼤学 学⽣⽣活⽀援グループ 2024年度学⽣⽣活実態調査⾃由記述部分に関する回答について
https://www.kansai-u.ac.jp/gakusei/support/assets/research/2024jittaichousakaitou.pdf（閲覧⽇:2025/10/24）
・学校法⼈桐蔭学園桐蔭横浜⼤学 InterCollegiate Cross-Boundary Learning Program ー⼤学間越境学習プログラムー
https://toin.ac.jp/univ/education/icl/
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